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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

回次
第48期

第１四半期連結
累計期間

第49期
第１四半期連結
累計期間

第48期

会計期間

自平成22年
４月１日
至平成22年
６月30日

自平成23年
４月１日
至平成23年
６月30日

自平成22年
４月１日
至平成23年
３月31日

売上高（百万円） 1,484 1,471 5,905

経常利益（百万円） 57 79 96

四半期（当期）純損益（△は損

失）（百万円）
△32 31 143

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
△36 30 138

純資産額（百万円） 4,604 4,791 4,779

総資産額（百万円） 5,370 6,156 6,176

１株当たり四半期（当期）純損益

金額（△は損失）（円）
△5.24 5.11 23.45

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － 23.45

自己資本比率（％） 85.1 77.3 76.8

　（注）１. 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。　

３. 第48期第1四半期連結累計期間の潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在す

るものの、1株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

４．第49期第1四半期連結累計期間の潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有し

ている潜在株式が存在しないため記載しておりません。

５．第48期第1四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しています。

２【事業の内容】

　当第1四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

２【経営上の重要な契約等】

　当第1四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。　

(1)業績の状況

当第1四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災により大きな打撃を受け、経済活動に深刻な影響

を及ぼしております。また、福島原発事故による電力供給の問題や風評被害などにより先行き不透明な状況となっ

ております。

当社グループが属する喫茶業界におきましては、出店立地の競争や賃料の高騰等様々な課題が顕在化しており、

加えて震災直後の消費者の価値観の変化もあり、個人消費が更に冷え込む状況となっております。

このような状況下、当社グループは、平成23年6月、経営効率の向上を図るため㈱銀座ルノアールの本社を中野区

に移転致しました。店舗においては、くつろぎと憩いの場をより多くのお客様に提供するという理念のもと、ホスピ

タリティーサービスの充実をテーマとして売上高の増加とともに利益の確保に向けて努力しております。

その結果、当第1四半期連結累計期間の売上高は1,471百万円（前年同期比13百万円減）、営業利益は76百万円

（前年同期比22百万円増）、経常利益は79百万円（前年同期比22百万円増）、四半期純利益は31百万円（前年同期

は32百万円の純損失）となりました。

財政状態においては、当第1四半期連結会計期間末の総資産は6,156百万円となり、前連結会計年度末に比べ20百

万円の減少となりました。これは主に、敷金及び保証金が19百万円減少したこと等によるものであります。

負債は1,364百万円となり前連結会計年度末に比べ32百万円の減少となりました。これは主に、未払法人税等が43百

万円減少したこと等によるものであります。

また、純資産は4,791百万円となり前連結会計年度末に比べ11百万円の増加となりました。これは主に、利益剰余金

が増加したこと等によるものであります。

この結果、自己資本比率は77.3％（前連結会計年度末は76.8％）となりました。

　(2)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第1四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

  (3)研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成23年６月30日）

提出日現在
発行数（株）

（平成23年８月12日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,252,004 6,252,004

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

(スタンダード)　

単元株式数

1,000株　

計 6,252,004 6,252,004 － －

 (注)  「提出日現在発行数」欄には、平成23年８月1日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は含まれておりません。

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年４月1日　
　～

平成23年６月30日
－ 6,252,004－ 771,682 － 1,062,078

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　①【発行済株式】

　 平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等）　 － － －　

議決権制限株式（その他）　 － － －

完全議決権株式（自己株式等）　 普通株式 　141,000 － －

完全議決権株式（その他）　 普通株式　 　6,096,000 　6,096 －

単元未満株式　 普通株式　 　15,004 － －

発行済株式総数　 6,252,004 － －　

総株主の議決権　 － 　6,096 －　

（注）「単元未満株式」の「株式数」の欄には、当社所有の自己株式387株が含まれております。　

②【自己株式等】

　 平成23年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株）

発行済株式総数に対

する所有株式数の割

合（％）

㈱銀座ルノアール　　
東京都中野区中央

4丁目60番3号　　
　141,000 － 　141,000 　2.3

計 － 　141,000 － 　141,000 　2.3

　（注）当第1四半期会計期間末の自己株式数は、141,387株であります。

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平成

23年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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1【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,660,357 1,666,267

売掛金 30,628 35,042

有価証券 1,514 1,509

商品 21,752 17,046

貯蔵品 5,210 5,210

繰延税金資産 57,563 57,563

その他 139,421 145,701

流動資産合計 1,916,447 1,928,341

固定資産

有形固定資産

建物 3,104,751 3,143,226

減価償却累計額 △1,831,505 △1,876,565

建物（純額） 1,273,246 1,266,661

工具、器具及び備品 342,595 344,016

減価償却累計額 △314,265 △316,735

工具、器具及び備品（純額） 28,330 27,280

土地 517,271 518,365

その他 1,858 1,858

減価償却累計額 △1,765 △1,769

その他（純額） 92 88

有形固定資産合計 1,818,940 1,812,395

無形固定資産

商標権 11,450 10,930

ソフトウエア 10,825 9,788

無形固定資産合計 22,276 20,718

投資その他の資産

投資有価証券 80,920 80,375

長期貸付金 40,446 35,436

敷金及び保証金 2,002,839 1,983,614

繰延税金資産 138,798 138,740

その他 161,988 162,601

貸倒引当金 △6,212 △6,212

投資その他の資産合計 2,418,781 2,394,556

固定資産合計 4,259,998 4,227,670

資産合計 6,176,445 6,156,012
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 50,200 56,943

短期借入金 670,000 670,000

未払法人税等 96,075 52,628

賞与引当金 52,980 24,770

株主優待引当金 17,284 14,300

その他 213,633 257,212

流動負債合計 1,100,174 1,075,853

固定負債

退職給付引当金 107,268 95,730

役員退職慰労引当金 111,129 114,328

その他 78,624 79,025

固定負債合計 297,022 289,083

負債合計 1,397,196 1,364,937

純資産の部

株主資本

資本金 771,682 771,682

資本剰余金 1,062,078 1,062,078

利益剰余金 2,973,180 2,986,089

自己株式 △65,293 △65,534

株主資本合計 4,741,646 4,754,315

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,277 2,671

その他の包括利益累計額合計 3,277 2,671

少数株主持分 34,325 34,088

純資産合計 4,779,248 4,791,074

負債純資産合計 6,176,445 6,156,012
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 1,484,868 1,471,491

売上原価 175,930 169,809

売上総利益 1,308,938 1,301,682

販売費及び一般管理費 1,255,556 1,225,434

営業利益 53,381 76,247

営業外収益

受取利息 297 243

受取配当金 671 521

受取家賃 24,758 24,228

その他 1,399 2,866

営業外収益合計 27,127 27,859

営業外費用

支払利息 257 1,957

不動産賃貸費用 21,240 20,845

その他 1,711 1,939

営業外費用合計 23,208 24,742

経常利益 57,300 79,365

特別損失

固定資産廃棄損 11,780 908

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 105,679 －

その他 － 229

特別損失合計 117,459 1,138

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△60,159 78,227

法人税等 △28,438 47,220

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△31,721 31,006

少数株主利益又は少数株主損失（△） 302 △236

四半期純利益又は四半期純損失（△） △32,023 31,242
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△31,721 31,006

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △4,982 △605

その他の包括利益合計 △4,982 △605

四半期包括利益 △36,703 30,400

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △37,006 30,636

少数株主に係る四半期包括利益 302 △236
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

税金費用の計算 税金費用については、当第1四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利

益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該

見積実効税率を乗じて計算しております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。　

【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）　

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

当第1四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正により、「会計上の変更及び誤謬

の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会

計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

該当事項はありません。

（四半期連結損益計算書関係）

該当事項はありません。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第1四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び前第1四半期連結累計期間に係る

四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第1四半期連結累計期間に係る減価償却費

（無形固定資産に係る償却費を含む）は、次のとおりであります。　

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

減価償却費 54,205千円 49,533千円

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資　

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 18,307 3 平成22年３月31日平成22年６月30日利益剰余金

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資　

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 18,333 3 平成23年３月31日平成23年６月30日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第1四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）及び当第1四半期連結累計期間（自

平成23年４月１日　至平成23年６月30日）

当社グループは、喫茶等事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額(△)
△5円24銭 5円11銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)（千

円）
△32,023 31,242

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純損

失金額(△)（千円）
△32,023 31,242

普通株式の期中平均株式数（株） 6,106,693 6,111,035

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

平成15年６月27日定時株主総

会決議ストック・オプション

（新株予約権93個）

普通株式　　　93,000株

　

平成17年６月29日定時株主総

会決議ストック・オプション

（新株予約権300個）

普通株式　　 300,000株　

─────

(注)潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額は、前第1四半期連結累計期間については、潜在株式は存在するものの1株

当たり四半期純損失であるため、当第1四半期連結累計期間については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年８月12日

株式会社銀座ルノアール

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 網本　重之　　  印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 原口　清治　　  印　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 北本　佳永子　  印　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社銀座ルノ

アールの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から

平成23年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作

成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められ

る監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社銀座ルノアール及び連結子会社の平成23年６月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

利害関係　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書提出会社)が別途保管

しております。

　　　　２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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